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公益財団法人テクノエイド協会

The Association for Technical Aids(ATA)

●日時 令和８年６月１２日（金）13:50～14:05（15分）

●場所 ＴＯＣ有明４階コンベンションホール
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令和8年度 福祉用具・介護テクノロジー実用化支援事業の内容

相相談談窓窓口口のの設設置置

生産年齢人口の減少と介護ニーズの増大により、介護人材の確保と働く環境の改善は急務であり、介護現場における介護テクノロジ
ーの導入が重要となっている。
本事業では、地域における生産性の向上や働きやすい職場環境づくり等において必要なツール作成等の支援業務をはじめ、介護機
器の利用に関する安全性の確保や普及活動等、開発・実証・普及まで至る幅広い支援を行うもの。

調調査査・・研研究究

開開発発・・普普及及

利利用用安安全全のの推推進進

⚫ 福祉用具・介護テクノロジーの開発・普及に関して、開発企業、介護従事者、行政、マスコミ、海外等からの相
談に対応する専用窓口を設置します。

⚫ 介護テクノロジー等を活用した、介護の負担軽減や介護サービスの
質の向上に関する優良事例（ロールモデル）を収集・分析・整理し、
全国の相談窓口等で活用できる教材を作成することで、適切かつ
効果的な介護テクノロジーの普及と利用の定着を推進します。

⚫ 介護テクノロジーの開発企業が活用できる、各都道府県等における
開発支援の助成制度を整理して取りまとめ、情報提供します。

●介護テクノロジー等シンポジウムの開催 ●介護テクノロジーメーカー
連絡会議の開催 ●介護テクノロジー等活用ミーティングの開催
◎介護テクノロジー試用貸出リストの作成 ◎実証フィールドの整備

⚫ 介護機器の安全利用を推進するため、事故・ヒヤリハット情報を収
集し、要因分析や重症事故を防ぐ事例を作成し、情報提供します。

⚫ 消費者庁が公表される介護機器にかかる重大事故情報について
、厚生労働省への報告や協会ホームページを通じて、自治体・事業
者・利用者等に対して広く周知し、安全な利用を推進します。

⚫ 開発メーカーや介護事業者等を対象にした介護機器の開発・実証・普及を進める各種の取組を行います。

●最新情報や好事例・課題等の共有、介護機器の相談・体験 ◎相談窓口等の支援ツール等の作成

【新規 】
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本年度は、開発
にかかる助成事
業のみ、
情報提供

７月、１１月の
年2回更新
予定

参考 令和７年度のHP
point
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介護テクノロジー試用貸出リスト（介護生産性向上総合相談センターを通じて活用予定）

介護テクロジーの
み

詳細情報はTAISと
相互リンク

６月下旬発行の予
定

メーカー名
製品名
TAISコード
製品概要
カタログ
取扱説明書
使用方法
問合せ先

point

10

主な内容

福祉用具・介護テクロジー実用化支援事業の概要

開発メーカーを対象とした助成事業

試用貸出リストと試用貸出事業の相違について

生産性向上に資するロールモデルの作成、教材の作成

福祉用具等の安全な利用を推進する取り組み

その他、福祉用具・介護テクノロジーに関する情報の収集・提供

The Association for Technical Aids(ATA) 9

57



主な内容

福祉用具・介護テクロジー実用化支援事業の概要

開発メーカーを対象とした助成事業

試用貸出リストと試用貸出事業の相違について

生産性向上に資するロールモデルの作成、教材の作成

福祉用具等の安全な利用を推進する取り組み

その他、福祉用具・介護テクノロジーに関する情報の収集・提供

The Association for Technical Aids(ATA) 12

福祉用具・介護ロボット試用貸出事業（開発メーカーへ直接、問い合わせ） メーカー名
製品名
TAISコード
製品の特長
対象者
機器紹介
使用方法
問合せ先

一般の福祉用具を
含め

常時、登録可

詳細情報はTAISと
総合リンク

point
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生産性向上に資するロールモデルの作成、教材の作成【新規】

背景 課題 事業内容

⚫ 生産年齢人口の減少により、介護現場の人材不足が深
刻化

⚫ 介護サービスの質を維持しつつ、業務効率化・負担軽
減・働きやすい環境整備が急務

⚫ 厚生労働省では「介護テクノロジー・福祉用具」の開発・
普及を推進

⚫ 介護テクノロジー等の活用には一定の成果があるもの
の、一方で、導入効果や運用方法の共有が十分とはい
えない

⚫ 特に在宅介護では環境・利用者の多様性から、活用ノウ
ハウが不足

⚫ 介護テクノロジー等を活用した先進的取組を収集・分析
し、他事業所が参考にできる「ロールモデル（※）」を作成

⚫ 併せて、ワンストップ窓口・PF窓口で活用できる研修教
材（動画・事例等）を作成し、全国的な普及・定着を促進す
る

（※）「ロールモデル」とは、介護テクノロジーや一般の福祉用具を効果的に活用し、業務の効率化、介護負担の軽減、高齢者の自立支援などを通じて良質なサービス提供につ
ながった先進的な取組について、その導入から活用までのプロセスを分析・整理したものであり、これにより、他の介護事業所が導入や運用の際に参考とできるよう、普及
を目的とするもの

区分 主な内容 整理したい事項等

機能面
・介護負担の軽減、見守り、記録支援など、機器が果たす役割 ・目的別に分類（例：移乗支援／排泄支援／記録支援）

・現場課題との対応関係を明示する

構造面

・機器の構成（センサー、通信モジュール、操作端末など）
・構成図や写真で視覚的に整理
・設置条件や空間要件を記載 等

・機器の構成要素（センサー、通信モジュール、操作端末など）
・構成図や写真で視覚的に整理する 
・設置条件や空間要件を記載する

性能面

・機器の性能 ・設定条件 ・連携方法
・主要スペック（重量、通信方式、電源、耐久性など）
・他システムとの連携の可否 等

・機器の性能、設定条件、連携方法を整理する
・主要なスペック（重量、通信方式、電源、耐久性など）を整理する
・他システムとの連携可否について明示する

想想定定〇〇 ①どのような機能や性能の介護テクノロジー等を、②どのような場面で、③どのような利用者（本人及び介護者等）
や介助に、④どのように使用することにより、⑤何に比べて、⑥どのように改善するのか

ロールモデルや教材に盛り込む内容案

機器・システムの選び方や
使い方、事故・ヒヤリハット
などを掲載

福祉用具・介護テクロジーのメーカー様にはご協力をお願いします
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消費者庁HP
製品評価技術基盤機構
（NITE）消費者庁HP

介護ベッド

電動車いす

The Association for Technical Aids(ATA) 16

最新の事故情報、
検索

ヒヤリハット事例の
検索

事例集や研修材
料等のダウンロー
ド

point
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The Association for Technical Aids(ATA)

フリーワード

利用シーンや利
用場所から検索

Case４３４事例

point

18

福祉用具等の安全な利用を推進する取り組み

情報源 テクノエイド協会 利用する人
（必要とする人）

⚫ 福祉用具の安全利用に関する検討委員会
⚫ 関係機関等の連携、情報の収集、情報の共有、安全利用のネットワーク構築

⚫ 消費者庁が公表している消費生活用製品の重大製品事故
をもとに、厚生労働省が作成している「福祉用具に係わる
重大製品事故」情報（随時更新）

⚫ NITEが公表している「事故情報収集結果及び最新事故情
報のうち介護機器」に該当するもの（随時更新）

⚫ 保険者からの情報提供（任意）

⚫ 在宅及び施設、介護サービス事業者等からの情報提供

⚫ 企業、関係事業者団体等から情報提供

    製品起因でない事故及びヒヤリハット情報
    原因不明（調査中のものを含む） ※

① 情報のリスト化

② 内容の確認
  ・重大事故の原因考察、分析
・類似案件等の有無確認

  ・関係者に対する内容確認 

③ 要因分析、事例の作成

高齢者・家族 等

開発・供給事業者

介護サービス事業所

障害サービス事業所

関係団体・公共機関

協会HP

事例検討部会

重大事故等を未然に防止する
ための事例を作成し、注意喚
起する

重大事故等を未然に防ぐ取り組み
 ・最新の事故情報や事故・ヒヤリハット情報の提供、研修教材の提供、良質な製品の開発・改良に繋げる など

※あきらかに製品の整備不良や経年変化等によるものの場合
は含めることとする

介護施設等において情報共
有するとともに、

福祉用具の開発・改良に役
立てることとする人人

管管理理

モモノノ

環環境境

要因分析

point
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最近、追加された事故・ヒヤリハット情報

屋外 送迎中 介護施設等

The Association for Technical Aids(ATA) 20

最新の福祉用具ヒヤリハット事例集（ダウンロード可能）

The Association for Technical Aids(ATA) 19
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事故・ヒヤリハット事例から見る
介護機器を安全に利用するためのポイント ～介護施設編～

The Association for Technical Aids(ATA)

まもなく掲載予定
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福福祉祉用用具具情情報報シシスステテムム（（ＴＴＡＡＩＩＳＳ）） 一一覧覧画画面面

The Association for Technical Aids(ATA) 24

point

TAIS
専用HP
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福祉用具情報システム（ＴＡＩＳ） 詳細画面

福祉用具
The Association for Technical Aids(ATA) 26

The Association for Technical Aids(ATA)

検索画面 製品詳細

貸与価格情報（毎月更新）

検索のカテゴリから詳細情報

25

65



福祉用具情報システム（ＴＡＩＳ） 詳細画面

介護テクノロジー 介護テクノロジー

厚生労働省が行う導入
支援の対象

The Association for Technical Aids(ATA)
28

2024年～、介護テクノロジー導入支援事業の補助対象機器

厚生労働省が行う導入支援の対象となりうる製品情報の収集・提供

介護テクノロジー
マーク表示

The Association for Technical Aids(ATA)

試用貸出
マーク表示

情報登録に関する情報

27
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性能・仕様・構造等 比較検討 比較検討

The Association for Technical Aids(ATA) 30

介護テクノロジーの製品情報

The Association for Technical Aids(ATA)

出典 厚生労働省 障害保健福祉関係主管課長会議
資料（令和８年３月） 一部抜粋 29
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◆出典 第255回社会保障審議会介護給付費分科会（2026年3月30日）資料４ 抜粋 https://www.mhlw.go.jp/content/12300000/001681971.pdf

介護保険における通信機能を備えた福祉用具の取扱い

32

2024年～、他団体が行う認証制度、アワード情報の提供

他団体と連携、メーカーからの申請により随時、マーク表示

以下の「JISマーク（福祉用具）」、製品安全協会「SGマーク」、川崎市「かわさき基準（KIS）認証マーク」、経済産業省「プラスあ
んしんマーク」、総務省「情報アクセシビリティ好事例表彰受賞マーク」、福祉用具プランナー研究ネットワーク「プラネット福祉用
具アワード受賞マーク」の情報提供を行うこととした。

2024年～、モニター評価結果情報の提供

企業や研究機関が行った評価結果を提供することとした

類似製品との差別化や製品の選択・導入検討時の参考に資することを目的とした「モニター評価報告書」の情報提供を行うこと
とした。
モニターの実施、情報提供を希望する方は、当協会まで問い合わせいただくこととした。

2023年～、試用貸出事業やヒヤリハット事例との情報連携を実施

試用貸出
マーク表示

試用貸出の
可否

他団体が行う
認証等

モニター評価
結果

The Association for Technical Aids(ATA) 31
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◆出典 第255回社会保障審議会介護給付費分科会（2026年3月30日）資料４ 抜粋 https://www.mhlw.go.jp/content/12300000/001681971.pdf
34

◆出典 第255回社会保障審議会介護給付費分科会（2026年3月30日）資料４ 抜粋 https://www.mhlw.go.jp/content/12300000/001681971.pdf
33
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支支援援機機器器のの製製造造事事業業者者、、仲仲介介者者、、一一般般企企業業等等かからら
構構成成さされれるる実実証証評評価価チチーームム

○障害者の自立支援機器は、障害者の活動や参加、就労を
促す極めて有用なものである。

〇一方、障害者の身体状況等は様々であり、ニーズは多様
化・複雑化しており、個別性が高く、一般的には高価になり
がちで、多岐にわたる機器が存在している。

○本事業では、製造事業者と仲介者、一般企業等がチーム
を組んで、障害者を雇用している企業等において実際に
支援機器を使用し、その実証評価（試用効果や改良の示
唆）を行う。

○さらに、その結果を広く周知することにより、就労場面にお
ける支援機器利活用の重要性について、普及・啓発すると
ともに、ニーズを踏まえた機器の開発・改良を支援する。

自自立立支支援援機機器器導導入入実実証証モモデデルル事事業業
（（事事業業名名：：自自立立支支援援機機器器をを活活用用すするる就就労労支支援援ププロロジジェェククトト））

事事業業イイメメーージジ

事業の概要・目的

条件（対象者、対象行為、補助率等）

事事業業のの内内容容

国

支援機器の製造事業者、仲介者、一般企業等
から構成される実証評価チーム

補助
製品製造・調整・設置費用の2/3、（※）1/2
導入効果測定費用の1/1
（※）製造事業者が大企業・社会福祉法人の場合

テクノエイド協会 障障害害者者のの活活動動やや参参加加、、就就労労をを支支援援すするる機機器器・・シシスステテムム（（※※））

補助

支支援援機機器器
製製造造事事業業者者

仲仲介介者者

• 支援機器を製造・販売している企業や
法人格を有する団体

• 障害者の障害特性や使用環境を踏まえ
た支援機器の適合・調整と、実証評価の
計画作成と実施ができる者

一一般般企企業業等等
実実証証評評価価のの場場
（（２２かか所所以以内内））

• 実実証証評評価価チチーームムのの公公募募、、実実施施機機関関のの選選定定
• 実実証証評評価価結結果果のの集集約約、、動動画画のの制制作作、、普普及及・・啓啓発発 等等

製製品品化化さされれたた支支援援機機器器をを活活用用しし、、就就労労場場面面等等でで実実証証評評価価をを実実施施

•障害者の就労においてコミュニケーション等を円滑にする機器
•障害者の在宅等による遠隔就労を可能とする機器
•障害者が業務の効率化、円滑化を実現する機器
•障害者の就労に関連する通勤や身支度等を支援する機器
（※）一般就労において使用する機器・システム

公公益益財財団団法法人人テテククノノエエイイドド協協会会・・企企画画部部

直直通通 03-3266-6883

• 既に障害者を雇用（予定を含む）してい
る一般企業や特例子会社等

障害者を雇用（予定
を含む）企業等にお
いて、
実際に支援機器を使
用し、
その実証評価（試用
効果や改良の示唆）
を行う事業。

支援機器の製造と仲
介者、一般企業が
チームを組んで応募
することが条件

令和８年６月末、公募
締切

point
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通 

信 

機 

能 

の 

装
備
、
通
知
項
目

01 通信の機能 〇有 〇無

02
通信の機能｢OFF｣又は｢切断｣した状態の本来機能
※本来機能とは、介護保険の対象となる福祉用具の部分とします。

〇機能する 〇機能しない

03

上記01．外部通信の機能 「有」の場合、該当する複合的機能にチェックを入れ、その他の通知項目がある場合には、全て記載してください。
※ここでいう複合的機能とは、厚生労働省が通知等において示した通知項目の範囲とします。（別添参照）

複合的機能

※複数選択可

□ ＧＰＳ等による位置情報の取得（屋外の位置情報 等）

□ 使用状況（電源ｏｎ･ｏｆｆ、通電時間 等）

□ 異常・故障（エラー履歴、エラーコード 等）

□ 修理交換の目安（バッテリーの状態、交換目安 等）

上記以外の通知項目がある場合、全
てを記載してください。

04
ネットワーク環境との通信方式
※複数選択可

□無線LAN（Wi-Fi） □有線LAN □移動体通信網（携帯・スマートフォン）□固定電話 □Bluetooth □その他(        )

05
家族隣人等が通報を受信する機器
※複数選択可

□専用の受信機 □汎用の受信機（一般利用が可能のスマートフォンやタブレット） □その他(        )

06
ﾈｯﾄﾜｰｸとの接続におけるｾｷｭﾘﾃｨ上の
配慮の有無

〇有(具体的な対策:                                                                     ) 
〇無

07 通信モジュールのタイプ 〇内蔵 〇外付け 〇無 〇その他（ ）

08 SIMの種類 〇物理SIM  〇e-SIM 〇無 〇その他（ ）

福祉用具情報システム（TAIS）登録用紙 追加項目（案）
変更予定

厚生労働省の通知を踏まえて追加項目を決定する予定です。

The Association for Technical Aids(ATA)
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参考 昨年度の成果

ご不明な点はお問合せください。関係企業等の皆様のご応募をお待ちしています。 38

◆出典 就労支援プロジェクト応募相談・説明会（令和８年６月3日） 厚生労働省資料 抜粋
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ご清聴、ありがとうございました

公益財団法人テクノエイド協会 企画部 五島清国

〒162-0823 東京都新宿区神楽河岸１－１
セントラルプラザ４階

電話 ０３－３２６６－６８８３
電子メールアドレス goshima@techno-aids.or.jp

The Association for Technical Aids(ATA) 39
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